
 

 

 

 

 5領域 支援内容 

本人支援 

健康・生活 ・検温や酸素飽和度測定など体調の把握と手洗い・口腔ケアなど健康管理 

・生活リズムの安定（長期休暇時の規則正しい生活の維持など）体調不良の意思表示が難しい方には表情や普段と違う様子を確認しながら健康管理 

・日常生活や社会生活を営めるよう、それぞれのこどもが持つ機能をさらに発達させながら、こどもに適した身体的、精神的、社会的支援を行う 

運動・感覚 ・姿勢保持や上肢・下肢の運動・動作の基本的技能の向上と維持 

・胸郭の可動域の拡大と維持・排痰を促すなど呼吸リハビリテーションの実施 

・視覚・聴覚・触覚など様々な感覚を楽しむ活動 

・ブランコやトランポリン、散歩など身体を使う活動 

認知・行動 ・認知や行動の特性についての理解と対応 

・タイムテーブルや活動内容の視覚的提示による時間の認知 

・おもちゃや遊具を通じた物の特性の理解と遊びの工夫 

・季節の変化への興味などの感性形成のための外出、行動 

言語・コミュニケーション ・コミュニケーションの基礎的能力の向上 

・絵カードやハンドサイン等利用児ひとりひとりの状況に合わせたコミュニケーション方法の工夫 

・絵本や紙芝居による言語の獲得・聞く力の形成 

人間関係・社会性 ・遊びを通じた社会性の発達。アタッチメント（愛着）と安定 

・自己の理解と行動の調整 

・仲間づくりと集団への参加。 

・社会資源の活用（公園、図書館、インクルーシブひろば、水族館、羽田空港等）や地域との交流。 

 支援内容 

家族支援 

・児童の発達や特性に関する相談・助言等 

・集団生活、支援内容、家庭生活、きょうだい児に関する相談や助言等をご家族のニーズに応じ事業所にて対面又はオンラインにて実施 

地域支援 

・ 

移行支援 

・他事業所との交流と情報交換 

・ライフステージの切り替えを見据えた、地域の生活との交流と情報交換 

・地域と繋がりながら日常生活を送るために、地域住民と交流を図る 

 取り組みの内容 

職員の質の向上 
・職員の各種勉強会や研修の参加 

 

主な行事 
・季節の行事 

・近隣施設や公園へのおでかけ 

シーガル 支援プログラム 
 


